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個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 
 

令和２年12月期（令和２年１月１日～令和２年12月31日）の個別業績につきまして、前期（平成31年１月１日

～令和元年12月31日）の個別実績と比較して差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

１. 個別業績の前期実績との差異 

（１）令和２年 12月期個別業績と前期実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 

（令和元年 12月期） 

百万円 

588 

百万円 

△220 

百万円 

△223 

百万円 

△219 

円 銭 

△11.57 

当期実績（B） 

（令和２年 12月期） 
784 △62 △66 △43 △1.97 

増減額（B－A） 196 158 156 175 － 

増減率（％） 33.3 － － － － 

 

 

（２）差異の理由（個別業績） 

売上高につきましては、主にネスレ日本株式会社を始めとした受託開発案件や当社のロケーションビーコン

「MyBeacon シリーズ」等の製造販売が堅調に推移したこと等の理由により、前期（令和元年 12 月期）と比較

して増加しております。 

営業利益、経常利益及び当期純利益につきましては、売上高が前期と比較して 33.3％増加したこと、また過

去より引き続き実施している固定費の削減や業務効率化等のコスト削減策による効果等の理由により、前期と

の比較において損失額が減少しております。 

 

以 上 


